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Special  Feature
Art ic le

特集

資
源
活
用
課

広
葉
樹
の
有
効
利
用
に
向
け
た
取
組

　

東
北
森
林
管
理
局
で
は「
林
業
成
長
化
」

へ
の
取
組
の
一
つ
と
し
て
、
民
有
林
（
国
有

林
以
外
）
か
ら
安
定
的
に
供
給
す
る
こ
と

が
期
待
し
に
く
い
広
葉
樹
に
つ
い
て
、
計

画
的
・
安
定
的
な
供
給
に
努
め
る
と
と
も

に
、
販
路
開
拓
な
ど
有
効
利
用
に
つ
い
て

推
進
し
て
い
ま
す
。

　

国
有
林
野
事
業
の
一
つ
で
あ
る
生
産
請
負

事
業
や
販
売
事
業
の
現
場
で
は
、
広
葉
樹

の
需
要
動
向
な
ど
を
把
握
し
、
そ
の
時
期

や
地
域
の
需
要
に
適
応
し
た
採
材
を
行
う

な
ど
、
広
葉
樹
一
般
材
（
家
具
や
フ
ロ
ー

リ
ン
グ
な
ど
に
利
用
さ
れ
る
）
の
販
売
促

進
の
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
経

営
計
画
に
お
い
て
は
、
林
分
条
件
・
施
業

条
件
（
森
林
の
各
種
条
件
）
を
考
慮
し
、

循
環
利
用
可
能
な
広
葉
樹
の
伐
採
に
つ
い

て
推
進
す
る
取
組
を
行
い
、
広
葉
樹
の
有

効
利
用
に
努
め
て
い
ま
す
。

【
広
葉
樹
一般
材
の
販
売
促
進
の
取
組
】

１　

取
組
の
内
容
と
し
て

①
国
有
林
材
の
委
託
販
売
先
で
あ
る
市
場

等
に
お
い
て
、
実
際
に
販
売
す
る
広
葉
樹

を
見
な
が
ら
、
一
般
材
と
し
て
流
通
し
て
い

る
樹
種
や
形
質
、
取
引
価
格
等
の
傾
向
に

つ
い
て
若
手
担
当
者
を
中
心
と
し
て
勉
強

会
を
開
催
し
て
お
り
、
平
成
30
年
度
は
３

回
実
施
し
ま
し
た
。

②
需
要
に
適
応
し
た
採
材
（
使
用
目
的
に

合
わ
せ
た
長
さ
の
丸
太
に
切
る
こ
と
）
を

推
進
す
る
た
め
、
各
署
等
で
は
管
内
の
素

材
生
産
業
者
や
地
方
公
共
団
体
、
関
係
団

体
等
を
参
加
者
と
し
て
、
実
際
に
生
産
請

負
事
業
現
場
に
お
い
て
目
合
わ
せ
や
意
見
・

情
報
交
換
な
ど
を
行
う
現
地
検
討
会
を
開

催
し
、
平
成
30
年
度
は
21
の
森
林
管
理
署

で
開
催
し
ま
し
た
。

③
東
北
森
林
管
理
局
管
内
で
は
生
産
請
負

事
業
が
始
ま
る
と
、
各
署
等
で
広
葉
樹
の

販
売
も
行
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
一
般
材
の
販

売
状
況
を
写
真
付
き
で
見
え
る
化
す
る
な

ど
、
各
森
林
管
理
署
間
で
共
有
・
分
析
し
、

需
要
に
マ
ッ
チ
ン
グ
し
た
販
売
を
行
え
る

よ
う
取
り
組
み
ま
し
た
。

市場における広葉樹の勉強会

広葉樹単板工場での意見交換

素材生産業者等との採材検討会
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Special  Feature
Art ic le

特集

資
源
活
用
課

広
葉
樹
の
有
効
利
用
に
向
け
た
取
組

２　

取
組
の
実
績
と
し
て

　

東
北
森
林
管
理
局
管
内
の
国
有
林
材
の

販
売
に
お
い
て
、
広
葉
樹
の
販
売
量
は
一
般

材
の
比
率
が
平
成
29
年
度
の
３·

２
％
に
比

べ
、
平
成
30
年
度
は
４·

５
％
と
取
組
の
結

果
と
し
て
１·

３
％
上
昇
し
ま
し
た
。

【
循
環
利
用
可
能
な
広
葉
樹
の

　
　
　
　
　
　
　
伐
採
推
進
の
取
組
】

１　

取
組
の
内
容
と
し
て

　

こ
れ
ま
で
行
っ
て
い
る
人
工
林
の
森
林
整

備
等
に
よ
る
伐
採
に
合
わ
せ
て
、
そ
の
周
辺

に
あ
る
な
ど
効
率
的
な
施
業
が
で
き
る
箇
所

で
確
実
な
天
然
更
新
が
見
込
め
る
広
葉
樹
二

次
林
に
つ
い
て
、
広
葉
樹
を
有
効
利
用
で
き

る
よ
う
積
極
的
に
伐
採
指
定
（
計
画
上
伐
採

で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
）し
て
い
き
ま
す
。

２　

取
組
の
実
績

　

こ
の
取
組
は
平
成
29
年
度
か
ら
実
施
し
て

い
ま
す
が
、
広
葉
樹
二
次
林
の
伐
採
指
定

し
た
数
量
は
平
成
29
年
度
に
７
，６
０
０
㎥
、

平
成
30
年
度
は
１
５
，０
０
０
㎥
と
倍
増
し

ま
し
た
。

【
今
後
の
取
組
方
針
】

１　

東
北
森
林
管
理
局
管
内
で
は
引
き
続

き
、
広
葉
樹
材
の
販
売
状
況
を
定
期
的
に
把

握
・
情
報
共
有
し
、
一
般
材
の
販
売
促
進
に

向
け
た
取
組
を
進
め
ま
す
。

た
委
託
販
売
市
場
で
の
意
見
交
換
会
の
開
催

や
、
集
荷
範
囲
を
勘
案
し
た
販
売
拠
点
の
開

拓
に
取
組
ま
す
。

４　

循
環
利
用
可
能
な
人
工
林
の
森
林
整
備

等
で
伐
採
す
る
周
辺
の
広
葉
樹
二
次
林
に
つ

い
て
、
伐
採
指
定
を
引
き
続
き
積
極
的
に
進

め
、
広
葉
樹
の
有
効
利
用
に
努
め
て
い
き
ま

す
。

ち
な
み
に
・
・
・

【
広
葉
樹
の
用
途
に
つ
い
て
】

　

人
工
林
に
多
い
ス
ギ
や
マ
ツ
類
な
ど
針
葉

樹
に
比
べ
て
広
葉
樹
は
種
類
が
多
く
、
葉
っ

ぱ
の
形
や
材
質
が
異
な
る
色
々
な
タ
イ
プ
が

存
在
し
ま
す
。
日
本
国
内
に
は
約
３
０
０
種

類
の
広
葉
樹
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
う
ち
、
木
材
と
し
て
よ
く
使
わ
れ
る
も

の
は
30
種
類
ほ
ど
で
、
色
々
な
タ
イ
プ
に
よ

り
建
築
材
を
は
じ
め
家
具
や
フ
ロ
ー
リ
ン
グ

な
ど
、
様
々
な
用
途
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

※
例
え
ば
、住
宅
等
の
建
築
材
・
家
具
・
楽
器
・

伝
統
工
芸
品
・
玩
具
・
バ
ッ
ト
・
炭
・
紙
な

ど
・
・
・

２　

広
葉
樹
材
の
需
要
動
向
に
応
じ
た
採
材

を
推
進
す
る
た
め
、
検
討
会
を
継
続
的
に
実

施
し
て
い
き
ま
す
。

３　

広
葉
樹
の
一
般
材
比
率
の
向
上
に
向
け

広葉樹伐採指定箇所（図面）例

工芸品等
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美しい森林づくり
　
当
署
は
秋
田
県
中
央
部
に
位
置
す
る

雄
物
川
流
域
北
部
の
３
市
１
町
に
ま
た

が
る
国
有
林
を
管
轄
し
て
お
り
、
今
年

度
地
域
や
民
有
林
行
政
と
連
携
し
た
森

づ
く
り
の
取
組
の
一
端
を
紹
介
し
ま

す
。

１
．外
ノ
山
遊
々
の
森
の
取
り
組
み

　
外
ノ
山
遊
々
の
森
は
武
家
屋
敷
や
桜

並
木
な
ど
の
観
光
地
が
人
気
の
仙
北
市

角
館
町
に
隣
接
す
る
外
ノ
山
国
有
林
を

フ
ィ
ー
ル
ド
に
、
仙
北
市
、
市
民
で
構

成
さ
れ
る
「
角
館
ま
ち
づ
く
り
地
域
運

営
体
」
及
び
当
署
の
３
者
で
平
成
29
年

進
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
そ
の
た
め

に
も
更
新
・
保
育
作
業
の
低
コ
ス
ト
化

は
重
要
な
要
素
を
占
め
る
こ
と
か
ら
、

今
後
も
民
有
林
関
係
者
と
連
携
し
取
り

組
ん
で
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

観
察
会
な
ど
、
季
節
に
合
わ
せ
た
活
動

が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
秋
田
森
林
管
理

署
の
職
員
も
活
動
に
加
わ
り
な
が
ら
、

協
働
で
遊
々
の
森
づ
く
り
を
進
め
て
い

く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
春
、
桜
の
季
節
に
は
武
家
屋
敷
と
桜

並
木
を
一
望
で
き
、
近
く
に
来
ら
れ
た

際
は
お
立
ち
寄
り
い
た
だ
き
た
い
ス

ポ
ッ
ト
で
す
。

２
．一
貫
作
業
シ
ス
テ
ム
現
地
検
討
会

　
本
年
９
月
20
日
、
美
郷
町
大
又
赤
倉

の
国
有
林
に
お
い
て
、
林
業
事
業
体
６

社
、
雄
物
川
流
域
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
チ
ー

ム
な
ど
総
勢
40
名
の
参
加
に
よ
り
、
一

貫
作
業
シ
ス
テ
ム
現
地
検
討
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
現
地
は
72
年
生
の
ス
ギ
を
主
体
と
し

た
人
工
林
で
、
複
層
伐
（
帯
状
）
と
一

部
地
拵
え
、
コ
ン
テ
ナ
苗
の
植
栽
ま
で

の
一
貫
作
業
の
現
場
で
す
。

　
伐
倒
作
業
を
行
う
前
に
、
周
辺
の
低

木
や
雑
草
を
刈
り
払
い
し
、
全
木
集
材

に
て
刈
り
払
い
し
た
物
も
一
緒
に
集
め

る
こ
と
で
、
地
拵
え
の
工
程
を
簡
易
に

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
取
組
で
す
。

　
当
日
は
事
業
を
請
け
負
っ
て
い
る
仙

北
東
森
林
組
合
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、

従
来
の
事
前
刈
り
払
い
を
し
な
い
場
所

を
対
象
区
に
設
定
し
て
、
チ
ェ
ー
ン

ソ
ー
伐
倒
、
ハ
ー
ベ
ス
タ
造
材
ま
で
を

実
演
し
て
も
ら
い
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。

　
仙
北
東
森
林
組
合
か
ら
は
伐
倒
集
材

に
先
行
し
て
刈
り
払
う
作
業
の
メ
リ
ッ

ト
に
つ
い
て
、
安
全
性
の
確
保
も
含

め
、
具
体
的
な
話
題
提
供
が
あ
り
ま
し

た
。

　
伐
採
後
の
再
造
林
率
が
低
位
な
状
況

の
民
有
林
に
お
い
て
は
、
再
造
林
の
促

度
に
協
定
を
締
結
し
た
、
城
下
町
に
隣

接
す
る
里
山
の
活
用
を
目
的
と
し
た

遊
々
の
森
で
す
。

　
外
ノ
山
国
有
林
は
地
元
の
方
が
子
供

の
頃
に
よ
く
遊
ん
で
い
た
場
所
だ
っ
た

と
の
こ
と
で
、
自
然
に
直
接
に
触
れ
る

機
会
が
減
っ
て
し
ま
っ
た
今
の
子
供
た

ち
に
、
自
然
に
触
れ
る
き
っ
か
け
を
提

供
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
協
定
が
始

ま
り
ま
し
た
。

　
今
ま
で
は
歩
道
整
備
な
ど
が
主
体
で

し
た
が
、
今
年
は
大
曲
支
援
学
校
の
生

徒
に
シ
イ
タ
ケ
榾
木
を
使
っ
て
の
収
穫

体
験
や
一
般
の
方
を
対
象
と
し
た
自
然

協働で踏査の様子

看板等整備の様子

現地検討会の様子 現地検討会の様子

地
域
のN

PO

法
人
や
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
チ
ー
ム
と

連
携
し
た
取
組
の
紹
介

秋
田
森
林
管
理
署
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東
北
森
林
管
理
局
で
は
、
国
有

林
野
に
お
け
る
国
民
参
加
の
森
林

づ
く
り
等
に
自
主
的
に
取
組
み
、

そ
の
功
績
が
顕
著
で
あ
っ
た
方
々

に
対
し
毎
年
度
、
東
北
森
林
管
理

局
長
が
感
謝
状
を
贈
呈
し
て
い
ま

す
が
、
今
年
度
は
、
岩
手
県
遠
野

市
の
特
定
非
営
利
活
動
法
人
遠
野

エ
コ
ネ
ッ
ト
に
感
謝
状
を
贈
呈
し

ま
し
た
。　

　

同
団
体
は
今
年
で
法
人
化
し
て

10
周
年
を
迎
え
ま
し
た
が
、
法
人

化
以
前
か
ら
様
々
な
環
境
活
動
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
特
に
平
成
26

年
度
か
ら
は
、
同
団
体
と
遠
野
市

令
和
元
年
度
局
長
感
謝
状

の
贈
呈
に
つ
い
て

岩
手
南
部
森
林
管
理
署
遠
野
支
署

及
び
岩
手
南
部
森
林
管
理
署
遠
野

支
署
の
３
者
で
締
結
し
た
「
遊
々

の
森
に
お
け
る
体
験
活
動
に
関
す

る
協
定
」
に
基
づ
き
、
遠
野
市
内

の
土
淵
小
学
校
や
綾
織
小
学
校
の

参
加
を
得
て
、
ミ
ズ
ナ
ラ
の
苗
木

の
育
成
、「
琴
畑
水
源
遊
々
の
森
」

に
お
け
る
植
樹
、
保
育
活
動
な
ど

に
長
期
・
継
続
的
に
取
り
組
ん
で

き
た
こ
と
が
顕
著
な
功
績
と
し
て

評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

局
長
感
謝
状
の
贈
呈
式
は
、
９

月
19
日
（
木
）
に
遠
野
市
内
で

開
催
さ
れ
た
同
団
体
の
法
人
化
10

周
年
記
念
セ
ミ
ナ
ー
に
お
い
て
行

わ
れ
、
遠
野
支
署
長
か
ら
同
団
体

の
千
葉
和
代
表
に
対
し
て
感
謝
状

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

千
葉
和
代
表
は
「
法
人
化
を

契
機
に
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て

森
林
づ
く
り
活
動
を
始
め
た
。
こ

れ
か
ら
の
10
年
が
課
題
。
市
民
の

皆
さ
ん
が
様
々
な
形
で
森
林
に
親

し
み
、
そ
の
魅
力
を
体
感
し
て
ほ

し
い
。」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
年
度
、
津
軽
森
林
管
理
署
で

は
、
局
か
ら
の
要
請
で
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
生
6
名
を
受
入
れ
ま
し

た
。
受
入
れ
期
間
は
、
8
月
26
日

（
月
）
〜
8
月
30
日
（
金
）
ま
で

の
5
日
間
で
す
。

　

当
署
は
20
代
の
若
手
職
員
が
多

く
、
現
場
の
最
前
線
で
業
務
に
励

ん
で
い
る
姿
を
イ
ン
タ
ー
ン
生
に

見
て
も
ら
う
こ
と
で
、
お
互
い
が

刺
激
に
な
っ
て
相
乗
効
果
が
生
ま

れ
れ
ば
、と
考
え
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

5
日
間
の
う
ち
3
日
は
現
場
で

の
視
察
や
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

前
半
2
日
間
の
現
場
で
は
、
人
の

手
を
加
え
る
こ
と
で
の
森
林
管

理
・
資
源
の
循
環
（
川
上
か
ら
川

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
受

入
れ
に
つ
い
て津

軽
森
林
管
理
署

感謝状贈呈式 (9月 19日 )
遠野市総合防災センター

琴畑水源遊々の森での植樹活動
(５月 7日 )
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mini
column

　秋のドライブや散策は色づく紅葉に目
が行きがちですが、実りの森を楽しむにも
いい季節。そんな森で、小粒ながらカラフ
ルな色彩で楽しませてくれる植物達を紹
介します。今回はクイズ形式で、写真とヒ
ントを頼りにチャレンジしてね。
ヒント
①つる性の植物で卵形の葉に、黄色の仮種
皮と赤い実で鳥たちを魅了します。ニシキ
ギ科で生け花の材料に使われます。方言で
ヤマガキ。
②ミズナラ等の樹木に寄生し、根から水分
や養分を吸い取る。常緑で厚みのある葉
と、黄色の実をつぶすとネバネバと納豆の
ように糸を引くのが特徴。 
③日当たりを好みつる性で、葉は3～5裂
しブドウに似ている。果実がタマバエ等の
虫えいとなりやすく、カラフルですが食べ
られない。                         

④高さ3m程の低木で、葉は楕円形で先端
が細く、初夏に紫色の集散花をつける。名
の由来は美しい実を、源氏物語の作者に喩
えたことから。
⑤ブナ等の広葉樹の林で見られ、卵形の葉
を輪生させる。花は初夏に緑色で線香花火
のように集散する。名の由来は葉の形と、
根が太く民間薬にすることから。
⑥日陰の林内を好み、葉は3回3出複葉で
牡丹に似ている。花は黄色く1cm程と小
さいが3～5個まとめて咲き、メギ科で、
実は瑠璃色。
　紹介した果実は、宝石にも勝るとも劣ら
ぬカラフルさで魅了してくれています。残
念ながら食べられませんが、今年は米もブ
ドウもリンゴもいい実りのようです。山歩
きの後は産直で実りを楽しんで下さい。私
は米、麦、芋、ブドウの新酒が楽しみです。

① ② ③

④ ⑤ ⑥

カラフルな果実

三八上北森林管理署　地域統括森林官　松尾　亨

下
）
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
、造
林
、

収
穫
調
査
→
生
産
請
負
現
場
→
製

材
工
場
で
の
視
察
、
体
験
な
ど
を

行
い
ま
し
た
。

　

収
穫
調
査
①
を
体
験
後
、
伐
採

さ
れ
た
丸
太
を
ど
の
よ
う
な
ル
ー

ト
で
林
内
か
ら
道
路
ま
で
運
ぶ
か

に
つ
い
て
考
え
て
も
ら
う
こ
と
に

し
ま
し
た
。
職
員
か
ら
、
ル
ー
ト

を
設
定
す
る
際
の
注
意
事
項
（
傾

斜
、
守
る
べ
き
施
設
な
ど
）
を
説

明
し
て
も
ら
い
②
、
イ
ン
タ
ー
ン

生
一
人
一
人
か
ら
図
面
に
ル
ー
ト

話
し
を
し
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
で

す
。

　

県
庁
や
林
野
庁
本
庁
で
の
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
経
験
・
予
定
し

て
い
る
学
生
も
い
た
こ
と
か
ら
、

こ
れ
ら
の
経
験
を
通
し
て
、森
林
・

林
業
へ
の
関
心
を
深
め
、
興
味
を

持
っ
て
頂
き
、
是
非
と
も
国
有
林

職
員
と
し
て
活
躍
し
て
頂
け
れ
ば

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
様
子

は
、
津
軽
署
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
紹
介
し
て
い
ま
す
。

の
意
見
交
換
の
時
間
を
設
け
ま
し

た
③
。

　

始
め
に
、
イ
ン
タ
ー
ン
生
か
ら

期
間
中
の
感
想
な
ど
を
話
し
て
も

ら
い
、
今
後
の
参
考
と
な
る
意
見

も
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

イ
ン
タ
ー
ン
生
か
ら
の
質
問
を

受
け
、
若
手
職
員
か
ら
は
、
入
庁

す
る
ま
で
の
試
験
対
策
な
ど
を
話

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

採
用
後
の
生
活
、
転
勤
、
持
ち

家
に
つ
い
て
の
質
問
も
あ
り
、
ベ

テ
ラ
ン
職
員
か
ら
経
験
に
基
づ
く

を
描
い
て
も
ら
い
、
な
ぜ
そ
の

ル
ー
ト
を
設
定
し
た
か
、
理
由
を

発
表
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

3
日
目
の
現
場
で
は
、
人
の
手

を
加
え
な
い
森
林
管
理
（
白
神
山

地
の
保
全
）、
国
有
林
野
の
利
用

（
貸
付
、共
用
林
野
、分
収
林
、遊
々

の
森
）、
国
民
の
安
全
・
安
心
（
治

山
）
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
現
地

の
視
察
、
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　

最
終
日
は
、
森
林
官
、
署
の
若

手
職
員
３
名
、
局
・
署
で
の
担
当

者
を
交
え
て
、
イ
ン
タ
ー
ン
生
と

①収穫調査の様子

②搬出計画検討の様子

③意見交換の様子
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のように集散する。名の由来は葉の形と、
根が太く民間薬にすることから。
⑥日陰の林内を好み、葉は3回3出複葉で
牡丹に似ている。花は黄色く1cm程と小
さいが3～5個まとめて咲き、メギ科で、
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　紹介した果実は、宝石にも勝るとも劣ら
ぬカラフルさで魅了してくれています。残
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④ ⑤ ⑥

カラフルな果実

三八上北森林管理署　地域統括森林官　松尾　亨
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の
貝
類
、魚
類
等
に
繋
が
り
ま
す
。地
元
の
漁
業

者
は
そ
う
し
た
「
流
域
意
識
」
を
持
っ
て
い
て
、

昔
か
ら
森
林
と
う
ま
く
付
き
合
っ
て
き
ま
し

た
。
管
内
国
有
林
に
お
い
て
は
社
会
貢
献
の
森

等
の
「
国
民
参
加
の
森
林
」
が
５
箇
所
あ
り
、
そ

の
中
の
１
つ「
陸
奥
湾
の
海
と
山
を
つ
な
ぐ
森
」

で
は
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
白
神
山
地
を
守
る
会
や
地

元
の
漁
業
関
係
者
の
協
力
の
下
で
毎
年
植
樹
祭

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
活
動
は
平
成
22
年

に
発
生
し
た
海
水
温
の
上
昇
で
陸
奥
湾
の
ホ
タ

テ
が
大
量
斃
死
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
環

境
問
題
へ
意
識
が
高
ま
っ
た
こ
と
か
ら
始
ま
り

ま
し
た
。
私
は
青
森
森
林
管
理
署
内
で
森
林
ふ

れ
あ
い
を
担
当
し
て
い
た
頃
か
ら
当
活
動
に
関

わ
っ
て
い
ま
す
の
で
、
令
和
元
年
６
月
に
開
催

さ
れ
た
植
樹
祭
で
３
回
目
の
植
樹
の
指
導
と
な

り
ま
し
た
。青
森
市
内
の
高
校
生
や
大
学
生
、子

供
か
ら
大
人

ま
で
参
加

し
、
国
有
林

と
い
う
フ
ィ
ー

ル
ド
で
漁
業

者
以
外
の
都

市
住
民
等
に

も
「
流
域
意

識
」
を
波
及

さ
せ
る
き
っ

か
け
づ
く
り

に
貢
献
で
き

た
と
感
じ
て

い
ま
す
。

　
私
の
勤
務
す
る
平
内
森
林
事
務
所
は
、
青
森

県
の
津
軽
半
島
と
下
北
半
島
の
間
か
ら
陸
奥
湾

に
突
き
出
た
夏
泊
半
島
に
位
置
す
る
東
津
軽
郡

平
内
町
に
あ
り
ま
す
。
養
殖
ホ
タ
テ
の
生
産
量

日
本
一
で
あ
る
平
内
町
は「
ホ
タ
テ
の
町
」と
し

て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
夏
泊
半
島
一
帯
が

浅
虫
夏
泊
県
立
自
然
公
園
に
指
定
さ
れ
て
お

り
、特
別
天
然
記
念
物「
小
湊
の
ハ
ク
チ
ョ
ウ
お

よ
び
そ
の
渡

来
地
」
で
知

ら
れ
る
浅
所

海
岸
や
、「
ツ

バ
キ
自
生
北

限
地
帯
」
と

し
て
天
然
記

念
物
指
定
を

受
け
た
椿

山
、
そ
の
裾

野
に
広
が
る

椿
山
海
岸
な

ど
優
れ
た
海

岸
美
を
誇
る

景
勝
地
と

な
っ
て
い
ま

す
。

　
こ
の
よ
う
に
平
内
町
と
い
え
ば
、
海
の
イ

メ
ー
ジ
が
非
常
に
強
い
で
す
が
、「
森
は
海
の
恋

人
」と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、豊
か
な
海
を
陰
で
支

え
て
い
る
の
は
平
内
町
を
は
じ
め
と
す
る
青
森

県
の
森
林
で
あ
る
と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。
森

林
に
降
っ
た
雨
は
、
川
や
雨
に
栄
養
分
を
含
ん

だ
水
を
供
給
し
ま
す
。
そ
の
栄
養
分
は
植
物
プ

ラ
ン
ク
ト
ン
や
海
藻
等
に
利
用
さ
れ
、
食
物
連

鎖
に
よ
っ
て
動
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
や
ホ
タ
テ
等

　
さ
て
、「
植
樹
指
導
３
年
や
り
ま
し
た
！
」
な

ん
て
こ
と
を
前
述
し
て
い
ま
す
が
、
私
は
入
庁

４
年
目
、
森
林
官
業
務
の
経
験
は
約
１
年
半
の

ま
だ
ま
だ
新
米
で
、
逆
に
指
導
さ
れ
る
こ
と
の

方
が
多
い
で
す
。
先
輩
の
森
林
官
や
青
森
森
林

管
理
署
内
の
職
員
を
は
じ
め
様
々
な
関
係
者
の

方
々
に
助
け
て
も
ら
い
な
が
ら
日
々
の
業
務
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
各
事
業
の
請
負
業

者
や
地
域
住
民
の
方
の
御
協
力
が
あ
っ
て
、
国

有
林
野
事
業
が
成
り
立
っ
て
い
る
わ
け
で
す

が
、
そ
の
方
々
と
の
や
り
取
り
の
中
で
も
非
常

に
多
く
の
学
び
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
っ
た

方
々
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
現
場
で

学
ん
だ
こ
と
を
沢
山
吸
収
し
て
活
か
し
な
が

ら
、
今
後
と
も
業
務
に
邁
進
し
て
ま
い
り
た
い

で
す
。
そ
し
て
国
有
林
の
保
全
管
理
等
を
通
じ

て
、
美
し
い
海
や
地
域
の
生
活
な
ど
も
同
時
に

守
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
結
び
に
な
り

ま
す
が
、
平
内
町
の
山
や
海
は
非
常
に
美
し
く

風
光
明
媚
な
景
色
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
そ
の
自
然
に
触
れ
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

森林官も海の恋人？
青森森林管理署　平内森林事務所　森林官補（10月1日付農林水産省出向）　山田　優志

陸奥湾の海と山をつなぐ植樹祭

植樹祭会場に上がる大漁旗

陸奥湾と国有林

SHINRIN
KYOKU

2019
TOHOKU

森林官からの手紙

　
颯
爽
と
現
れ
た

ス
ー
パ
ー
ヒ
ー

ロ
ー
・
ハ
ー
ベ
ス

タ
、
立
木
を
掴
ん

だ
と
思
っ
た
途
端

に
地
面
か
ら
根
元

が
切
り
離
さ
れ
、

「
シ
ュ
シ
ュ
シ
ュ
」

と
枝
を
払
っ
た
と

思
っ
た
瞬
間
に
は
、

玉
切
り
が
あ
っ
と
い
う
間
に
完
了
と
電
光
石
火
の

早
業
で
す
。ま
る
で
子
供
た
ち
の
憧
れ
正
義
の
味

方
、機
動
戦
士
ガ
ン
ダ
ム
が
目
の
前
に
い
る
よ
う

な
錯
覚
に
囚
わ
れ
ま
し
た
。係
り
の
方
の
ご
説
明

で
は
、
外
国
か
ら
の
輸
入
マ
シ
ン
と
か
。
平
成
30

年
10
月
16
日
、岩
手
県
滝
沢
市
国
有
林
モ
ニ
タ
ー

現
地
見
学
会
で
目
の
あ
た
り
に
し
た
衝
撃
的
な
出

来
事
で
す
。

　
興
奮
が
冷
め
や
ら
な
い
ま
ま
に
、誰
で
も
簡
単

に
出
来
る
コ
ン
テ
ナ
苗
の
植
え
付
け
体
験
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
、当
時
小
学
生
だ
っ
た
私
が
祖
父
の

　
そ
ん
な
祖
父
や
父
が
手
入
れ
し
て
美
し
さ
を

保
っ
て
き
た
山
林
が
荒
れ
始
め
、熊
の
出
没
な
ど

の
出
来
事
か
ら
里
山
が
担
う
役
割
の
重
要
性
を
意

識
し
、自
分
自
身
も
何
か
行
動
し
よ
う
と
国
有
林

モ
ニ
タ
ー
に
応
募
し
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
二
年

目
を
迎
え
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
、
国
有
林
・
民
有
林
と
い
う
意
識
を

持
っ
た
こ
と
は
な
く
、
国
立
公
園
や
国
定
公
園
、

特
に
磐
梯
朝
日
国
立
公
園
な
ど
吾
妻
山
を
含
め
た

特
別
な
山
だ
け
が
国
有
林
と
い
う
認
識
で
し
た

が
、私
た
ち
人
間
を
含
め
た
動
植
物
が
生
命
を
維

持
す
る
た
め
に
掛
け
替
え
の
な
い
大
き
な
役
割
を

担
う
広
大
な
国
有
林
の
環
境
を
整
備
し
、大
規
模

災
害
未
然
防
止
の
た
め
の
治
山
ダ
ム
等
の
事
業
を

広
い
範
囲
で
計
画
的
に
進
め
て
い
る
現
状
を
知

り
、国
土
保
全
に
対
す
る
認
識
を
新
に
し
た
し
だ

い
で
す
。

　
ま
た
、脳
裏
に
焼
き
付
い
た
一
貫
作
業
シ
ス
テ

ム
の
見
学
会
は
、林
業
の
分
野
へ
確
実
に
光
が
届

け
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
と
確
信
も
し
、東
北
森

林
管
理
局
山
形
森
林
管
理
署
が
中
心
と
な
り
、蔵

王
山
の
松
く
い
虫
対
策
を
講
じ
て
緑
化
を
守
ろ
う

と
し
て
い
る
現
実
を
目
の
あ
た
り
に
し
、誰
も
が

当
然
の
ご
と
く
恩
恵
を
受
け
て
い
る
山
林
に
対
す

る
認
識
が
、何
か
感
謝
の
念
に
変
わ
っ
た
よ
う
な

気
が
し
て
お
り
ま
す
。

手
伝
い
を
し
て
い
た
半
世
紀
前
と
比
べ
よ
う
も
な

い
ほ
ど
の
技
術
の
進
歩
と
マ
シ
ン
化
に
驚
く
ば
か

り
で
す
。

　
半
世
紀
前
を
思
い
起
こ
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

丁
度
、
今
の
私
の
年
代
だ
っ
た
小
柄
な
祖
父
は
、

筋
骨
隆
々
で
、雑
木
を
ノ
コ
ギ
リ
で
切
り
倒
し
て

炭
を
焼
き
、
切
り
開
い
た
急
斜
面
の
土
地
を
「
ト

グ
ワ
」
で
掘
り
起
こ
し
、
杉
苗
を
背
負
っ
て
い
る

私
の
背
中
か
ら
一
本
・
一
本
丁
寧
に
大
事
そ
う
に

植
え
付
け
て
い
ま
し
た
。
最
も
き
つ
か
っ
た
の

は
、真
っ
直
ぐ
に
育
つ
よ
う
雪
で
倒
れ
た
杉
を
起

こ
し
縄
で
固
定
す
る「
杉
起
こ
し
」。汗
を
滴
ら
せ

な
が
ら
、体
よ
り
も
長
い
柄
に
取
り
付
け
ら
れ
た

大
き
な
鎌
を
振
っ
て
雑
草
を
刈
取
る
「
下
草
刈

り
」
植
え
付
け
後
、
雪
や
雑
草
に
負
け
ず
に
真
っ

直
ぐ
育
つ
ま
で
の
15
年
間
ぐ
ら
い
の
長
い
間
、こ

の
重
労
働
の
サ
イ
ク
ル
が
繰
り
返
さ
れ
る
の
で

す
。
林
業
は
、
自
分
の
生
き
て
い
る
間
の
収
益
に

結
び
付
か
ず
、息
子
を
飛
び
越
え
孫
の
代
に
役
に

立
つ
こ
と
を
夢
見
た
重
労
働
で
危
険
な
仕
事
で
し

た
。

解答
①ツルウメモドキ　②ヤドリギ　③ノブドウ　④ムラサキシキブ　⑤トチバニンジン　⑥ルイヨウボタン

ヒ
ー
ロ
ー
・
ハ
ー
ベ
ス
タ
に
逢
え
て

〜
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
で
感
動
〜

国有林モニターからの便り

山
形
県

　羽
賀

　益
雄
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の
貝
類
、魚
類
等
に
繋
が
り
ま
す
。地
元
の
漁
業

者
は
そ
う
し
た
「
流
域
意
識
」
を
持
っ
て
い
て
、

昔
か
ら
森
林
と
う
ま
く
付
き
合
っ
て
き
ま
し

た
。
管
内
国
有
林
に
お
い
て
は
社
会
貢
献
の
森

等
の
「
国
民
参
加
の
森
林
」
が
５
箇
所
あ
り
、
そ

の
中
の
１
つ「
陸
奥
湾
の
海
と
山
を
つ
な
ぐ
森
」

で
は
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
白
神
山
地
を
守
る
会
や
地

元
の
漁
業
関
係
者
の
協
力
の
下
で
毎
年
植
樹
祭

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
活
動
は
平
成
22
年

に
発
生
し
た
海
水
温
の
上
昇
で
陸
奥
湾
の
ホ
タ

テ
が
大
量
斃
死
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
環

境
問
題
へ
意
識
が
高
ま
っ
た
こ
と
か
ら
始
ま
り

ま
し
た
。
私
は
青
森
森
林
管
理
署
内
で
森
林
ふ

れ
あ
い
を
担
当
し
て
い
た
頃
か
ら
当
活
動
に
関

わ
っ
て
い
ま
す
の
で
、
令
和
元
年
６
月
に
開
催

さ
れ
た
植
樹
祭
で
３
回
目
の
植
樹
の
指
導
と
な

り
ま
し
た
。青
森
市
内
の
高
校
生
や
大
学
生
、子

供
か
ら
大
人

ま
で
参
加

し
、
国
有
林

と
い
う
フ
ィ
ー

ル
ド
で
漁
業

者
以
外
の
都

市
住
民
等
に

も
「
流
域
意

識
」
を
波
及

さ
せ
る
き
っ

か
け
づ
く
り

に
貢
献
で
き

た
と
感
じ
て

い
ま
す
。

　
私
の
勤
務
す
る
平
内
森
林
事
務
所
は
、
青
森

県
の
津
軽
半
島
と
下
北
半
島
の
間
か
ら
陸
奥
湾

に
突
き
出
た
夏
泊
半
島
に
位
置
す
る
東
津
軽
郡

平
内
町
に
あ
り
ま
す
。
養
殖
ホ
タ
テ
の
生
産
量

日
本
一
で
あ
る
平
内
町
は「
ホ
タ
テ
の
町
」と
し

て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
夏
泊
半
島
一
帯
が

浅
虫
夏
泊
県
立
自
然
公
園
に
指
定
さ
れ
て
お

り
、特
別
天
然
記
念
物「
小
湊
の
ハ
ク
チ
ョ
ウ
お

よ
び
そ
の
渡

来
地
」
で
知

ら
れ
る
浅
所

海
岸
や
、「
ツ

バ
キ
自
生
北

限
地
帯
」
と

し
て
天
然
記

念
物
指
定
を

受
け
た
椿

山
、
そ
の
裾

野
に
広
が
る

椿
山
海
岸
な

ど
優
れ
た
海

岸
美
を
誇
る

景
勝
地
と

な
っ
て
い
ま

す
。

　
こ
の
よ
う
に
平
内
町
と
い
え
ば
、
海
の
イ

メ
ー
ジ
が
非
常
に
強
い
で
す
が
、「
森
は
海
の
恋

人
」と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、豊
か
な
海
を
陰
で
支

え
て
い
る
の
は
平
内
町
を
は
じ
め
と
す
る
青
森

県
の
森
林
で
あ
る
と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。
森

林
に
降
っ
た
雨
は
、
川
や
雨
に
栄
養
分
を
含
ん

だ
水
を
供
給
し
ま
す
。
そ
の
栄
養
分
は
植
物
プ

ラ
ン
ク
ト
ン
や
海
藻
等
に
利
用
さ
れ
、
食
物
連

鎖
に
よ
っ
て
動
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
や
ホ
タ
テ
等

　
さ
て
、「
植
樹
指
導
３
年
や
り
ま
し
た
！
」
な

ん
て
こ
と
を
前
述
し
て
い
ま
す
が
、
私
は
入
庁

４
年
目
、
森
林
官
業
務
の
経
験
は
約
１
年
半
の

ま
だ
ま
だ
新
米
で
、
逆
に
指
導
さ
れ
る
こ
と
の

方
が
多
い
で
す
。
先
輩
の
森
林
官
や
青
森
森
林

管
理
署
内
の
職
員
を
は
じ
め
様
々
な
関
係
者
の

方
々
に
助
け
て
も
ら
い
な
が
ら
日
々
の
業
務
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
各
事
業
の
請
負
業

者
や
地
域
住
民
の
方
の
御
協
力
が
あ
っ
て
、
国

有
林
野
事
業
が
成
り
立
っ
て
い
る
わ
け
で
す

が
、
そ
の
方
々
と
の
や
り
取
り
の
中
で
も
非
常

に
多
く
の
学
び
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
っ
た

方
々
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
現
場
で

学
ん
だ
こ
と
を
沢
山
吸
収
し
て
活
か
し
な
が

ら
、
今
後
と
も
業
務
に
邁
進
し
て
ま
い
り
た
い

で
す
。
そ
し
て
国
有
林
の
保
全
管
理
等
を
通
じ

て
、
美
し
い
海
や
地
域
の
生
活
な
ど
も
同
時
に

守
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
結
び
に
な
り

ま
す
が
、
平
内
町
の
山
や
海
は
非
常
に
美
し
く

風
光
明
媚
な
景
色
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
そ
の
自
然
に
触
れ
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

森林官も海の恋人？
青森森林管理署　平内森林事務所　森林官補（10月1日付農林水産省出向）　山田　優志

陸奥湾の海と山をつなぐ植樹祭

植樹祭会場に上がる大漁旗

陸奥湾と国有林

SHINRIN
KYOKU

2019
TOHOKU

森林官からの手紙
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ヤマツツジ（３～４合目付近）

五葉山３合目から望む「鷹生ダム」

シャクナゲ（８合目付近）

石楠花莊（９合目）

我
が
署
の
名
所

三
陸
中
部
森
林
管
理
署

五
葉
山（
一･

三
五
一ｍ
）

the Noted Place of My Jurisdiction

　
五
葉
山
は
岩
手
県
南
東
部
に
位
置
し
、
大
船
渡
市
、

釜
石
市
、
住
田
町
の
２
市
１
町
に
ま
た
が
り
、
北
上
山

系
で
は
、
早
池
峰
山
に
次
ぐ
高
さ
の
山
で
す
。
ま
た
、

三
陸
沿
岸
部
で
は
一
番
高
い
山
と
な
っ
て
お
り
、
山
頂

か
ら
は
北
は
山
田
湾
か
ら
南
は
金
華
山
ま
で
リ
ア
ス
式

海
岸
の
雄
大
な
眺
め
も
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
五
葉
山
の
名
前
の
由
来
に
つ
い
て
は
、
阿
弥
陀
如

来
・
薬
師
如
来
・
観
音
菩
薩
・
虚
空
蔵
菩
薩
・
愛
染
明

王
の
五
仏
を
祀
る
事
か
ら
と
も
、
藩
政
時
代
に
伊
達
氏

に
と
っ
て
重
要
な
山
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
「
御
用

山
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
に
由
来
す
る
と
も
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
五
葉
山
は
樹
木
の
種
類
も
豊
富
で
、
中
腹
付
近
か
ら

上
は
、
ダ
ケ
カ
ン
バ
・
ミ
ズ
ナ
ラ
・
ヒ
ノ
キ
ア
ス
ナ

ロ
・
ゴ
ヨ
ウ
マ
ツ
・
コ
メ
ツ
ガ
な
ど
か
ら
構
成
さ
れ
る

見
事
な
原
生
林
が
あ
り
、
様
々
な
森
の
表
情
を
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。
季
節
に
よ
っ
て
は
ヤ
マ
ツ
ツ
ジ
や

レ
ン
ゲ
ツ
ツ
ジ
・
ハ
ク
サ
ン
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
・
ガ
ン
コ
ウ

ラ
ン
・
コ
ケ
モ
モ
な
ど
の
花
々
も
楽
し
む
こ
と
が
で
き

ま
す
。
五
葉
山
と
南
側
に
広
が
る
準
平
原
は
岩
手
県
立

自
然
公
園
に
指
定
さ
れ
る
と
と
も
に
、
公
園
全
域
が
鳥

獣
保
護
区
に
指
定
さ
れ
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
・
カ
モ
シ
カ
・

ニ
ホ
ン
ザ
ル
・
イ
ヌ
ワ
シ
・
フ
ク
ロ
ウ
等
様
々
な
野
生

動
物
も
生
息
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
９
合
目
に
あ
る
石
楠
花
荘
は
建
物
の
老
朽
化

が
激
し
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
平
成
30
年
９
月
に
改
修
工

事
が
始
ま
り
、
同
年
12
月
21
日
に
工
事
が
完
了
、
利
用

開
始
と
な
り
ま
し
た
。

　
五
葉
山
へ
の
登
山
コ
ー
ス
は
数
コ
ー
ス
あ
り
ま
す

が
、
最
短
コ
ー
ス
で
登
山
者
の
最
も
多
い
「
赤
坂
コ
ー

ス
」
へ
は
、
釜
石
自
動
車
道
宮
守
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

か
ら
国
道
１
０
７
号
線
を
大
船
渡
市
方
面
へ
と
向
か

い
、
県
道
１
９
３
号
線
を
釜
石
市
方
面
へ
向
か
い
赤
坂

峠
口
に
あ
り
ま
す
。

  

季
節
に
よ
っ
て
様
々
な
顔
を
見
せ
る
五
葉
山
に
一
度

足
を
運
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

林野庁 東北森林管理局 三陸中部森林管理署
〒022-0003　岩手県大船渡市盛町字宇津野沢7番5号
TEL 0192-26-2161　FAX 0192-26-4279

◎交通アクセス　
大船渡市の国道107号から分岐した県道193号を、
釜石市方面の赤坂峠口まで車で約25分。

五葉山

至 釜石市至 釜石市

赤坂コース 赤坂峠口

県道193

R107

R45

至 陸前高田市

大船渡市
日頃市

至 住田町


